
（様式例） 

令和４年度 数学科 授業改善推進プラン 

大田区立大森東中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

  ・平面図形や空間図形の単元において、授業でICT機器を活用し、図形の移動の様子や展

開図を示すようにした結果、特に第２学年の図形の領域で目標値を２ポイント上回るこ

とができた。また、授業中、根拠を述べる機会を意図的に設けた結果、特に第２学年の

活用のポイントが目標値を上回ることができた。 

  

（２） 課題 

  ・第３学年の図形と関数の領域と活用のポイントが目標値を下回った。第１学年の数と計

算、変化と関係、データの活用のポイントが目標値を下回った。 

   

  

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和４年度結果 令和３年度結果 令和２年度結果 

第１学年 

「平面図形の合同」や「平

面図形の移動」の習熟度

が高く、「小数・分数の計

算」や「比例・反比例」

の習熟度が低い。 

  

第２学年 

どの単元も目標値と同程

度か目標値を上回ってい

る。特に「平面図形」の

習熟度が目標値を上回っ

ている。 

「小数・分数の計算」、「単

位量あたりの大きさ」、

「比例と反比例」の習熟

度が低い。 

 

 

第３学年 

「分配法則を使った計

算」や「確率」の問題で

は目標値を上回ること

ができた。「連立方程式

の計算」や「１次関数の

グラフ」などの問題で習

熟度が目標値を下回っ

た。 

「１次方程式」「図形の移

動」の習熟度が高く、「素

因数分解」「累積度数」の

習熟度が低い。 

「合同な図形」の習熟度

が高く、「分数の四則計

算」「最小公倍数」「反比

例の数量関係」の習熟度

が低い。 

 

 

 

 

 

 

 



（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標値を下回っている。計算

小数や分数の計算や比例・反

比例の単元で課題がある。授

業などでも小数や分数の計

算への苦手意識がある。 

目標値を下回っている。例題

を解説してから類題を解く

ことはできるが、自ら考えて

問題解決を行うことができ

ない傾向にある。 

目標値を下回っている。数学

的事象を自ら図や表やグラ

フなどを活用して考えるこ

とができない。 

 

 

② 第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標値と同程度である。文字

式や平面図形については目

標値を上回っている。計算コ

ンテストやICT機器を活用し

た授業の実践が良い結果と

なって表れていると考える。 

 

目標値を上回っている。「デ

ータの散らばりと代表値」で

は平均値についての説明の

正誤を判断し、その判断の理

由を正しく説明する問題が

目標値を上回った。根拠を説

明する言語活動を授業に取

り入れている成果と考える。 

目標値を上回っている。「１

次方程式」で自ら立式しよう

とする態度や日常生活の中

で比例の考えを生かそうと

する態度により高い成績を

とることができた。日常生活

から数学の単元につながる

よう、教材を工夫している成

果と考える。 

 

 

③ 第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標値を下回っている。「分

数を含む多項式の計算」や

「連立方程式の計算」、「１次

関数のグラフ」や「箱ひげ図」

の単元で課題が見られる。分

数など第１学年から多くの

課題が見られる学年である。

授業の中で学び直しの機会

を設けるなどして改善して

いく。 

目標値を下回っている。例題

を解説しても、必要な既習事

項が定着していないために

根拠を伴った理解ができな

いように思われる。既習事項

の優しい内容からでもいい

から根拠を伴った理解を経

験する場を授業で設けてい

く。 

目標値を下回っている。計算

の反復に加えて、日常生活か

ら数学の単元につながるよ

うな教材を提示し、数学を使

って問題解決をする良さを

実感させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

計算技能や小数・分数への苦

手意識を克服するために、計

算コンテストを活用する。ま

た、基礎的な内容が未定着の

生徒に補習の機会を確保する。 

各回の授業で、推測したり、応

用したり、説明したりする活動

を設定する。また、生徒どうし

で教えあい、主体的・対話的で

深い学びを実現していく。 

自分の不得意なところを学

習する習慣を身に付けさせ

るために、小テストを週１回

実施し、間違った点をやり直

しさせる。毎時間の授業の振

り返りを実施し、生徒にフィ

ードバックする。 

 

 

 

 

 

（２）第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

基礎基本的な計算技能が昨

年度と比べて大きく向上し

た。授業中に学び直しの機会

を設けたり、計算コンテスト

を実施したり、家庭学習を校

内で組織的に行った成果と

考える。引き続きこのような

取り組みを継続する。 

昨年度まで、自分の考えをも

つことや表現することに苦

手意識をもつ生徒が多かっ

たが、この一年、授業中に自

力解決の時間や発表などの

表現の場を設定することで

目標値を超えることができ

た。引き続きこのような取り

組みを継続する。 

今後も日常生活から数学の

単元につながるよう、教材を

工夫し、式や表やグラフなど

を用いて進んで問題を解決

する態度を育む。 

 

 

 

（３）第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

基礎基本的な計算技能の習

得にタブレットドリルやま

なびポケットを活用し、家庭

学習の定着を図る。学期に一

回計算コンテストを行う。さ

らにコンテストの対策（既習

事項の学び直し）を授業内で

も行う。 

授業中に、自力解決の時間を確

保し、自分の考え（予想）をも

たせるようにする。それをもと

に発表の場、さらに集団解決の

場を設けるなど数学的に解決

するプロセスを大切にする。 

授業中に、自力解決の時間を確

保し、自分の考え（予想）をも

たせるようにする。その予想が

間違っていても、自分の考えを

もつことができたことを肯定

的に評価する。さらに数学的な

見方・考え方による、その予想

がどうかなどの声かけを個に

応じて行う。 

 


